
 

１　評価対象について

　　第2次加須市みんなでつくる防犯のまちづくり推進計画全97項目（再掲含む）のうち、コロナによる影響があった22項目を除く75項目を評価した。

２　評価の区分

　　令和2年度の取組結果について、総合振興計画の評価の考え方に基づき、次の「1 目標を達成」から「5 未着手」までの5つの区分で評価した。

　　なお、「6 コロナによる影響」とした取組項目については、正しい評価をすることが困難なため、評価の対象外とした。

３　評価結果の概要

　　上記評価の区分ごとの項目数、割合は次のとおり。

　＜評価の区分ごとの項目数等＞

66.7%

21.3%

４　各取組項目の取組結果等

　　取組項目ごとの取組内容等については、次ページ以降のとおり。

　２　概ね達成
当該年度に実施すべき取組みを円滑に行い、事業実施による効果が概ね表れた。
「効果が概ね表れた」とは、成果指標の実績値が目標値の80％以上に達したものをいう。
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区分 評価の説明

　１　目標を達成
当該年度に実施すべき取組みを予定通り、計画的に行い、事業実施による効果が表れた。
「効果が表れた」とは、成果指標の実績値が目標値の100％以上に達し、当該年度の目標を達成した。

　３　やや遅れている
当該年度に実施すべき取組みを行ったものの、事業実施による効果が小さかった。
「効果が小さかった」とは、成果指標の実績値が目標値の80％未満となったものをいう。

　４　大幅に遅れている
何らかの課題があり、事務事業が滞ってしまっており、事業実施による効果が表れなかった。
「効果が表れなかった」とは、成果指標の実績値がいずれも目標値の50％未満となったものをいう。

　<評価外>
　６　コロナによる影響

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、事業等の中止若しくは縮小などにより、
上記の３から５までのいずれかの評価とならざる得なかったもの。

　５　未着手　 何らかの理由により、事業の着手が出来なかった。

区分 該当項目数 割合

　１　目標を達成 50
88.0%

　２　概ね達成 16

　<評価外>
　６　コロナによる影響

22 －

　３　やや遅れている 6 8.0%

　４　大幅に遅れている 3 4.0%

　５　未着手 0 0.0%

合計 75 100.0%

１ 目標を達成

66.7%
２ 概ね達成

21.3%

３ やや遅れ

ている

8.0%

４ 大幅に遅れている

4.0%

＜評価の区分ごとの項目数等の割合＞

１ 目標を達成

２ 概ね達成

３ やや遅れている

４ 大幅に遅れている
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